
ﾃッ゙サ ン 町 言言言了 ﾌﾟ

叩ylり■ー■

刄･ＭＺＳ･173Z/ ∠６９ ９とｙ

萩生田文官降↓学大臣の 「自分の身の丈に合わせて頑張っても

らえれば」発現で物議を醸すこととなった大学入試に関わる英

語の民間討験が、実施延期となった。

「おもねる」形で進んできた社 会の耀図がまだ 孚き彫りになっ

たと感じている。

教師になったころ業者テストというものが各中学校で行われ

ており、進路1旨導に活用されていた。し力ヽし、偏差値輪切りの

進学指導であるとのt比判を受け、「業者テスト」や 「偏差値」

というものは追放される形となった。形としては、中学校力斗F

難される形であったと記噫している。我々は自らが「子供たち

を偏差値をもって輪切りにして進学指導をしているG 焦学校を

決めている・割り振っている）といった認S哉は全くない。

私でｱ高校の多く力号佳薦の基準として 「偏差値」を求めたのは

事実であり、その偏差値は中学校で行っていた業者テストから

はじき出されたものであったわけだ。高校力唄1差値を推薦（単

願・併願を含む）の基準として出してくる以上、業者テストを

行わない選沢技は中学校にはなかったと言っていいだろう。我々

教師としては、この生徒が公立高校入試で当日どれくらいの得

点能力があるの力椎:知る上では、進学指導に役立つという認丿哉

（ま確実にもっていた。もちろん、公立高校の受験に関して、高

校側力ち 「偏差値」そのものが要求されたり、中学校側から提

示したりしたことなどありはしない。それでも世間は「中学校

教師が生徒の進学校を偏差値で輪切りにして決めている」と思

い込んでいた。やがて、業者テストは追放される形となる。一

方教師は、公立 入試における当日取れるであろう得点を算出す

る手段を失ってしまった。「業者テストがなくたって、プロな

んだから、教えている中で、どれくらいの実力がその生徒にあ

るかわ力ヽるだろ。」と、鄙t兪される有様たった。我々は進学指

導のプロではない。模試や業 者のテストがあってこそ、ある程

度正確なその生徒の得点能力を知ることができるのだ。現在、

公けに業 昔テスト（訂牙なわないが、「教科テスト」や「学力テ

スト」と名を変えて行っている。三年次に２・３［亘］行うテスト

がそれだ。その時の生徒の得点能力を知る目安は「偏差値（現

在は標準点という）」となる。業者のはじき出した偏差値ひら

ひもといて当日の得点能力を計るのである。「結局、元に戻っ

てんじゃん！」とはなるが、偏差値で輪切りにしてなどいない

のは一目瞭然であろう。

匹 Ｕ-、教員心 と心 力蜷念されるとして追放した

業者テスト。おりしも到達度§平ｲ面（絶対言羽面）となり、全体の

中における自分のいる階層が見えづらくなる（高校や業者から

すれば、内申なるものは生徒の能力乞則れるものではなくなっ

た）。時は流れて、公立中学でも文科省主ｲ位7）全国テストカ考了

われるようにはなるが、生徒のその教科の能力を図るものでな
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いの（却嘔1ら かだ。つまり進学指導に使えるような代物 ではない

のであ る。

そう し たﾎ罫 岸の 中で、 生き抜 いてき たもの があ る。そ れが

「英検」をはじめと する各 種検定試 験である。現在でも、私寸

高校の推薦 基準として用いられたり、都立校の 「自己 ＰＲ」や

「調査 書」に記載さ せたりするものである。英検 ・漢検な どは

中学校を会場として実施しても いた。業者の試験が半ば 公認さ

れているかと 見える状況である。英語（ま指導要穏1の 攻§丁（こ絡み 、

小学校で教科として教えられることもありその必死さがうかが

える。グ ロ ーノりレ化;を 見丿居え 「コミ ュニケ ーション能力」 は確

かに必要ではあ る。しかし、その上っ面のところばかり（ぴ寺ｲﾋ

し ていった場合、やｶ ﾍで 、 塾 や業 昔側力吟 「学校はちゃん と教

え ない」と焙印をおされ、夕桔防 ち の圧力をさら に受ける結 果

となっていくよう に思えてならない。

学校教育を外部委託的に売り渡さんとしているのは、教師で

はなく、お偉方たちなのである。

大臣の「身の丈」発言。「生徒さんの置かれている環境に応

じて」と善意に角霖尺することもできはするが、そもそも彼らに

は、格差社会を祭TFする気持ちなどありはしないのだから、ひ

とつまみの優秀な人物を産み出す環境を作り、下々は見捨てて

いけばいいという仕組みになっている。「できる奴は、なんと

したって受けるであろうし、受けづらい奴のなかに優秀な者が

いる確率はf氏いのだから、構うことはない。」という口には出

さぬ本音が聞こえてきそうだ。所詮、正拓台家にしろ官僚にしろ

エリートとして生きてきた人がほとんどであるから、下々のこ

とを顧みる姿勢は薄い。「より高めるには」といったベクトル

でし力志 のを考えないのである。我々教員だって、ある程 豆の

教養はあるわけだし、「できる子をより高めるために」といっ

たベクトルを示すことはあるはずだ。しかし、その中で確実に

忘れ去られていく「できのよくない子たち」がいるのである。

教育の目指す方向が「わかる授業を」とか「コミュニケーショ

ンがとれる程妾の会話できる英語」といった下方向と、「難関

とされる検定や難問試験を突破するための知§哉・技量」といっ

た上ち向と示 昆在している。ベクトルの向きの全く違うものを 、

教師には整合|生ﾌﾆ勿る矛盾しない形でやれとﾉyラスメントする 。

この見下されかたは半端なく思う。

長いものにはまかれろ 潮5充に逆らって泳ぐなかれ　と　つ

示や）く声が聞こえる。「身の丈に合わせて」には、教師にむけ

て「どうせお前らﾌり↑iだから無理だろうけど、とにかくあがけ

や！」という無責任なおごった言葉に聞こえてしまうのは、私

だけなのか？　正姐ｵ 界をみれば業者に寄り添い「おもねる」形

でしかことを運べず、結誄しﾋ方志向を繰り返し、理想はか細い

灯として消えかける。　　　　　　　　　　2019.11.5
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